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伊賀市社会福祉協議会 基本理念
１．私たちは、あらゆる人や組織と協力して、生活上の課題を持つ人の権利を擁護する
ために、早期発見と早期対応に努めます。
 １．私たちは、多様な市民の参加を得て、一人ひとりが何らかの役割を担いつつ、そ
の人らしい生き方ができる地域社会を実現します。
 １．私たちは、住民を主体とした地域の福祉課題の解決に取り組み、地域福祉を基点
にしたまちづくりをすすめます。 
 １．私たちは、専門職としての倫理と誇りを持ち、先駆的、開拓的精神によって、
謙虚な姿勢で課題解決のために最善を尽くします。
 １．私たちは、だれもが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよう、
品質の高いサービスの提供に挑戦し続けます。
 １．私たちは、安全性の向上と事故防止に努め、職場内での連携を強化し、役職員
が一体となった透明性の高い組織運営を行います。

平成２０年４月１日　制定

　皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
早
い
も
の
で
当
会
は
合
併
し
て
10
回
目
の
新

春
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
総
合
セ

ン
タ
ー
の
開
設
や
福
祉
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設

立
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
し
ら
ふ
じ
の
里

の
開
設
、
い
が
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　特
に
、
近
年
は
社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
社

会
的
な
孤
立
状
態
か
ら
生
活
困
窮
に
至
る
ケ
ー
ス
が
多

く
あ
り
、
国
で
は
新
た
な
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
を

制
定
し
、
生
活
保
護
に
至
る
前
に
自
立
に
向
け
た
支
援

を
行
え
る
よ
う
平
成
27
年
度
か
ら
の
本
格
実
施
の
た
め

の
モ
デ
ル
事
業
を
始
め
て
い
ま
す
。
既
に
伊
賀
市
で
も

こ
の
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
は
、
今
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
住
民
の
皆
様
に
よ
る
支
え
合
い
の
活
動
支
援
を
一

層
強
化
し
、
困
っ
て
い
る
人
の
早
期
発
見
と
対
応
を
行

う
こ
と
で
、
様
々
な
団
体
や
市
民
が
互
い
に
連
携
し
、

一
人
と
し
て
困
っ
て
い
る
人
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
地
域
福
祉
を
め
ざ
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

謹
賀
新
年　節

目
を
迎
え
、
地
域
の
様
々
な
課
題
解
決
を
と
お
し

て
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

更
な
る
地
域
福
祉
推
進
を
図
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
旧
倍
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　平
成
二
十
六
年
　元
旦
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祉
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■申込方法／受講申込書により、伊賀市社会福祉
協議会本所または支所までお申し込みください。
■申込期間／平成２６年１月１５日（水）～１月２４日（金）
※定員になり次第締切

　

　

★今あなたは、上記にあてはまるような情報
発信をしていませんか？
　上辺のコツだけでは情報は伝わりません。
広報の基礎を踏まえ、実際の広報物から今後
に役立つヒントを見つけましょう。

★まちづくりやふくし活動を身近に感じ、共
感を得られるには、様々な情報をわかりやす
く発信することが重要です。
　「目からウロコ     」のポイントを押さえて、
楽しく魅力的な情報発信ができるスキルを身
に着けましょう。

基礎講座 専門講座 いが見守り
支援員

◇目からウロコの広報講座は、市民ふくし大学講座 専門講座として認定されます。

●受講対象／住民自治協議会、市民活動団体、福祉
事業者、関心のある市民等
●主催／伊賀市社会福祉協議会・伊賀市
●協力／NPO法人Ｍブリッジ・伊賀市地域福祉計画
高参加・高福祉部会

■申込方法／受講申込書により、伊賀市社会福祉
協議会本所または支所までお申し込みください。
■申込期間／平成２６年１月１５日（水）～１月３１日（金）
※定員になり次第締切

●受講対象／住民自治協議会、市民活動団体、福祉
事業者、関心のある市民等
●修了／全講座を受講した場合、修了証を授与する。
●主催／伊賀市社会福祉協議会
●協力／NPO法人Ｍブリッジ・伊賀市地域福祉計画
高参加・高福祉部会

広報担当になったから
仕方なくやっている・・・

広報内容は、今までの
流れのままやっている

NPO法人 Мブリッジ 
理事　澤  卓哉 氏

講 師

■会場／ゆめぽりすセンター大会議室

　第１回  「気になってしまうキャッチコピー術」
◆日時／２月１２日(水) 13：30～15：30　
◆講師／NPO法人Ｍブリッジ 理事長　米山哲司氏
　「タイムマシンを開発したら、どのように宣伝しますか？」
広報のワークショップから、興味が湧くタイトル付けや
キャッチコピー制作のテクニックを手に入れてもらいます。

　第２回  「人や活動の魅力を引き出す
　　　　　　　　“広報取材・インタビュー術”」
◆日時／２月１９日（水） 13：30～15：30
◆講師／伊賀上野ケーブルテレビ㈱メディア事業部 部長　久保勝啓氏
　広報取材・インタビューにおいて、限られた時間で人や活動の魅力を
引き出しつつ、必要な情報をキッチリ押さえる術を、プロが伝授します！

　第３回  「一眼レフじゃないカメラを使った
　　　　　　　　　　　“広報写真の撮影術”」
◆日時／２月２５日（火） 13：30～15：30
◆講師／写真の川地　川地美貴氏
　この瞬間を広報で発信したい！と思った時、手元のデジタルカメラや
携帯カメラでパッと撮れたら!?イメージが伝わる撮影技術を学びましょう。

　第４回  「伝わる文章セミナー」
◆日時／３月４日（火） 13：30～15：30
◆講師／NPO法人Ｍブリッジ 理事長　米山哲司氏
　何が伝えたいのかがよく解らない文章には共通の問題点があります。
伝わらない文章から伝わる文章へステップアップしましょう。

伊賀市社会福祉協議会　伊賀市上野中町2976-1
上野ふれあいプラザ３階  ☎21-5866  FAX26-0002 

お申し込み・
お問い合わせ

伊賀市社会福祉協議会　伊賀市上野中町2976-1
上野ふれあいプラザ３階  ☎21-5866  FAX26-0002 

お申し込み・
お問い合わせ

定員48人
受講料無料

平成２６年１月２８日 火
【昼の部】１３：３０～１５：３０ (定員36人)
　　　　ゆめぽりすセンター２階 東会議室１・２・３
【夜の部】１９：００～２１：００ (定員48人)
　　　　ゆめぽりすセンター２階 大会議室　
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　10
月
1
日
よ
り
伊
賀
市
立
上
野
総

合
市
民
病
院
に
赴
任
し
ま
し
た
田
中

基
幹
と
申
し
ま
す
。
専
門
は
一
般
内

科
と
泌
尿
器
科
で
す
が
、
と
り
わ
け

が
ん
疾
患
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て

医
療
と
研
究
に
長
年
携
わ
っ
て
参
り

ま
し
た
。
当
院
で
は
が
ん
セ
ン
タ
ー

の
母
体
と
な
る
腫
瘍
科
を
中
心
に
一

般
内
科
お
よ
び
泌
尿
器
科
を
担
当
し

て
お
り
ま
す
。

　当
院
は
伊
賀
地
区
の
地
域
医
療
の

要
で
あ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
救
急
、

が
ん
、
循
環
器
お
よ
び
消
化
器
医
療

を
中
心
に
セ
ン
タ
ー
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
小
職
の
米
国
テ
キ
サ
ス
州
立

M
D 

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
ん
セ
ン
タ
ー
や

中
外
製
薬
（
株
）
で
の
経
験
、
今
ま

で
医
師
と
し
て
積
み
上
げ
て
き
ま
し

た
知
識
を
生
か
し
て
が
ん
セ
ン
タ
ー

構
築
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
。

が
ん
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
と
腫
瘍

外
来
の
整
備
が
現
在
の
小
職
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。
す
で
に
、
当
院
外
科

の
チ
ー
ム
が
先
進
的
な
手
術
技
術
で

あ
り
ま
す
内
視
鏡
手
術
を
駆
使
し
消

化
器
疾
患
の
手
術
治
療
に
日
夜
取
り

組
み
成
果
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
手
術
治
療
だ
け
で
は

治
療
困
難
ま
た
は
治
療
不
十
分
な
が

ん
患
者
様
の
た
め
の
化
学
療
法
、
い

わ
ゆ
る
抗
が
ん
剤
治
療
をPET-C

T

な
ど
他
施
設
に
は
な
い
最
先
端
の
医

療
機
器
を
駆
使
し
正
確
な
診
断
の
も

と
安
全
に
行
え
る
治
療
環
境
を
外
来

化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
提
供

し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
標
準
的
な
が
ん
治
療
か

ら
よ
り
高
度
な
が
ん
治
療
を
伊
賀
地

域
内
で
対
応
し
完
結
で
き
る
環
境
整

備
を
整
え
て
お
り
ま
す
。
い
つ
で
も

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
伊
賀
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、

ま
た
地
域
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る

市
民
病
院
と
し
て
地
域
の
先
生
方
と

の
連
携
を
よ
り
強
固
に
し
伊
賀
の
医

療
に
貢
献
す
る
所
存
で
す
。
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
地
方
独
立
行
政
法
人
桑

名
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
10
月

1
日
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
小
生

は
消
化
器
内
科
（
主
と
し
て
肝
疾
患

領
域
）
を
専
門
と
し
て
お
り
、
外
来

は
週
2
回
（
月
曜
日
午
前
と
木
曜
日

午
後
）
始
め
て
お
り
ま
す
。
受
診
に

つ
き
ま
し
て
は
、
出
来
る
だ
け
か
か

り
つ
け
の
先
生
と
ご
相
談
い
た
だ
き

紹
介
状
を
ご
持
参
い
た
だ
け
ま
す
と

有
難
く
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
地
域
医
療
は
、
健
康
維
持

の
面
か
ら
伊
賀
市
民
の
皆
様
の
生
活

の
基
盤
の
ひ
と
つ
を
形
成
し
て
い
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

上
野
総
合
市
民
病
院
は
、
三
木
院
長

の
も
と
職
員
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
地

域
医
療
の
維
持
と
向
上
に
向
け
て
の

努
力
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
小

生
と
し
ま
し
て
は
、
今
ま
で
の
桑
名

で
の
理
事
長
と
し
て
の
経
験
を
生
か

し
て
三
木
院
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
参

り
ま
す
。

　
今
後
は
、
一
層
信
頼
さ
れ
る
良
い

医
療
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
自
治

体
病
院
の
生
き
残
り
の
た
め
に
も
経

営
基
盤
を
し
っ
か
り
し
た
も
の
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
伊
賀
市
民

の
た
め
の
病
院
で
あ
る
こ
と
を
職
員

と
共
に
肝
に
銘
じ
て
、
こ
れ
か
ら
病

院
の
機
能
の
充
実
、
活
性
化
と
拡
大

お
よ
び
経
営
基
盤
の
安
定
化
に
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
が

ん
診
療
、
消
化
器
疾
患
、
循
環
器
疾

患
の
診
療
に
充
分
に
対
応
可
能
な
セ

ン
タ
ー
化
構
想
も
進
行
中
で
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
予
防
医
学
を
受
け
持
つ
健

診
セ
ン
タ
ー
はPET-C

T

を
は
じ
め

高
度
の
ド
ッ
ク
、
健
診
が
可
能
で
す
。

セ
ン
タ
ー
長
も
併
任
い
た
し
ま
し
た

の
で
、
地
域
の
他
病
院
、
診
療
所
と

の
連
携
を
含
め
て
こ
の
部
門
の
発
展

も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

も
と
よ
し

伊
賀
市
立
上
野
総
合
市
民
病
院

副
院
長
　
田
中 

基
幹
　

病
院
機
能
再
開
発
推
進
監

健
診
セ
ン
タ
ー
長 

足
立 

幸
彦

■ 伊賀市立上野総合市民病院　伊賀市四十九町 831番地　☎ 24－1111（代表）　ＦＡＸ 24－2268

地
域
医
療
す
す
め
る
、
新
た
な
医
師
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に

提
供
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。  

伊
賀
地
域
の
基
幹
病
院
で
あ
る
伊
賀
市
上
野
総
合
市
民
病
院
で
は
、

平
成
25
年
10 
月
よ
り
新
た
な
医
師
を
迎
え
、
地
域
医
療
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

上野総合
市民病院
　　より
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丹精込めて作られた
伊賀産のお米を、
　災害支援および
　地域福祉活動に
　活用させていただきます。

三重県共同募金会伊賀市共同募金委員会
伊賀市上野中町2976-1 上野ふれあいプラザ３階　
☎0595-21-5866

画像提供／「愛をこめて・・・がんばろまいか」協力団体
伊賀地区農村青少年クラブ（4Hクラブ）「田んぼアート」より

赤い羽根
共同募金米

 　 募金して、お米をもらう
イベント募金や街頭募金で、お米の
募金活動を行います。
500円以上の募金につき、２kg の
お米一袋差し上げます。事業にかか
る実費を差し引いた 1/2 の額を災害
支援に、残り 1/2 を市内の地域福祉
活動の原資として活用します。

これまでの募金額 744,785円

￥

 　 お米の寄付、募集中！
伊賀管内で収穫された玄米（古米も
可）をご寄付ください。ご連絡いた
だければ、ご自宅までお伺いします。
収穫した年・銘柄をお知らせください。

これまでの寄付米 2,550Kg

※

新米あります！！
ご希望の方は、
伊賀市共同募金
委員会まで

No.101　新年合併号　５
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赤い羽根共同募金×いが☆グリオコラボ企画
ガチャガチャ募金、グリオ☆缶バッジ大好評！！

赤い羽根共同
募金、

小さな力が集
まると、

大きな力にな
るぐりよ。

みんなでつけ
よう！

グリオ☆缶バ
ッジ！

　赤い羽根共同募金と、伊賀のゆるキャラ「いが☆グリオ」との
コラボが実現！！
　三重県立伊賀白鳳高校ヒューマンサービス科の生徒が、
缶バッジをデザイン＆作成してくれました。

伊賀のゆるキャラいが☆グリオ
伊賀の国が大好きな小学校３年生の忍者。
太めのボディの中には伊賀の美味いもんと伊賀市を世界中
に発信するというグリオの夢がいっぱいにつまっている。
「いが☆グリオをよろしくぐりぐりっ！」

いが☆グリオって？？

缶バッジの
デザインは
全２０種類！！ 缶バッジマシーン

でひとつづつ
手作りして・・・

社協各支所へ
ガチャガチャ
マシーン設置！
地域イベント等
への貸し出しも
できます☆

缶バッジ1,０００個完成♪

好評につき、追加作成中！！ 



あい あ うし お伊賀市社協だより

No.101　新年合併号　6

☎0595-51-0569☎0595-51-0569☎0595-51-0569☎0595-51-0569

●普通食   おかずのみ      550円（税込）　　　   おかずとごはん  600円（税込）●普通食   おかずのみ      550円（税込）　　　   おかずとごはん  600円（税込）

 伊賀店 伊賀店  伊賀市小田町111全国310店舗

伊賀市全域
宅配無料

■お弁当と笑顔をお届けします

お問い合わせ・ご注文は

●カロリー調整食 ●透析対応食 ●ムース食 あり
●アレルギー ●きざみ食 ●おかゆ も無料で対応可

栄養バラン
スを考えた

安心・安全
なお弁当高齢者向け

配食サービス
高齢者向け
配食サービス 一度だけ、一食だけ

　の注文も、喜んでお届けします

店舗数 業界　   位１ おかげさまで

　伊賀市社協では、広報充実のために有料広告を募集しています。年 11 回発行する社協だより「あいしあおう」
（全戸配布 36,500 部発行 ) に 9cm × 6cm2 色刷で掲載します。1 枠 1 回 20,000 円です。

　
福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
お
探
し
の
方
を
対

象
に
、
福
祉
の
事
業
所
相
談
会
と
福
祉
の
し

ご
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
福
祉
・
健
康
ミ
ニ
フ
ェ

ス
タ
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
２
月
８
日
（
土
）　　
　
　
　
　
　

　
13
時
～
15
時　
福
祉
・
介
護
の
就
職
フ
ェ
ア

　
　
※
県
内
60
の
福
祉
事
業
所
参
加
予
定

　
11
時
～
12
時　
福
祉
の
し
ご
と
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
12
時
～
15
時　
福
祉
・
健
康
ミ
ニ
フ
ェ
ス
タ

【
会
場
】
四
日
市
市
文
化
会
館　
展
示
棟

　
　
　
　
（
四
日
市
市
安
島
２-

５-

３
）

【
対
象
】一
般・学
生　
託
児
室
あ
り（
予
約
制
）

※
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
み
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】
三
重
県
社
会
福

　
祉
協
議
会　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
９
（
２
２
７
）
５
１
６
０

福

祉
・

介

護

の

就

職

フ

ェ

ア 

　
「
後
見
人
の
つ
ど
い
」
は
、
日
頃
の
後
見

活
動
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
、
不
安
に
感
じ
て

い
る
こ
と
等
を
後
見
人
同
士
で
語
り
合
い
、

専
門
家
の
助
言
を
受
け
、
よ
り
良
い
後
見
活

動
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

【
日
時
】
２
月
20
日
（
木
）
13
時
～
15
時 

【
場
所
】
名
張
市
武
道
交
流
館
い
き
い
き 

【
対
象
者
】
後
見
人
も
し
く
は
被
後
見
人
が
伊

賀
市
・
名
張
市
の
方　
【
参
加
費
】
無
料 

【
申
込
方
法
】
２
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
申
込 

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
伊
賀
地
域
福
祉
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

　
☎
21-

９
６
１
１　
ＦＡＸ
26-

０
０
０
２ 

　
メ
ー
ル　

kouken2@
hanzou.or.jp 

後
見
人
の
つ
ど

い

の

ご

案

内

中尾経営労務管理事務所・三栗経営塾伊賀連絡所
〒518－0852　伊賀市上野伊予町 1078

☎・ FAX (0595)23-6486  URL http://www.nakao-sr.com/

 お気軽にご相談ください

みつぐり倶楽部
新春会員募集中

労働法令や社会保険への対応
総人件費を考慮した賃金制度の再構築
不安定な足取りが重い時代に次の一手を考えられる人づくり
メールで添削のWEB生け花教室

※いずれも無料・要予約（いが若者サポート
ステーションへの登録が必要です。）

各種パソコン講座開設 !！
いが　　  サポートステーション若者
若 者 の 、 職 業 的 自 立 の た め の 総 合 相 談 窓 口

伊賀市上野中町2976-1上野ふれあいプラザ3階  ☎0595-22-0039
 FAX 0595-26-0002  メール  hataraku@hanzou.or.jp

問い合わせ
申し込み

若者の、職業的自立のための総合相談窓口

いが　　  サポートステーション若者

伊賀
　　　開催日◆1 月 22日（水）23日（木）24日（金）
　　　開催日◆2 月 24日（月）25日（火）26日（水）  
時間◆ 9:30～15:30　受付◆ 1/6（月）8：30～  
場所◆ 上野ふれあいプラザ３階
内容◆ Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ２０１３を使用し、
          パソコンスキルの基本から仕事に
           必要な技術の習得。

初級編

第9回

先着8名
受講料無料

★Windows８使用★最新版！！ in伊賀

名張
　　　開催日◆1 月 29日（水）30日（木）31日（金）
　　　開催日◆2 月19日（水）20日（木）21日（金）
時間◆ 9:30～15:30受付◆ 1/6（月）8：30～
場所◆ 名張産業振興センター   アスピア４Ｆ
　　　 （名張市南町 822-2）
内容◆ Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｏｆｆｉｃｅ２０１３
　　　 を使用し、パソコンスキル
          の基本から仕事に 必要な
　　　 技術の習得。

　名張市でも開講します！！
初級
編新規開
講！

利用者の皆さんから多数の要望があり、このたび
名張市でもパソコン講座開催が決定しました。
伊賀市南部の方々も是非ご参加ください。

①15～39歳までの求職中の方。現在、非正規雇用で、正社員を目指す方も可。　②全日程受講できる方。
◆  受 講 対 象 者  ◆  ※ 次 の 条 件 を 満 た す 方 。

第1回
第2回

第９回
第10回

ワード・エクセル・パワーポイント講座

★Windows８使用★

伊賀
　　　開催日◆2 月3日（月）5日（水）7日（金）
　　　　　　10日（月）12日（水）14日（金）
時間◆ 9:30～15:30　受付◆ 1/6（月）8：30～  
場所◆ 上野ふれあいプラザ３階
内容◆ Word Press(ブログ形式で更新できる
       　プログラム）を使ったホームページ
　　　  作成。

初心者
向け

第4回

先着8名
受講料無料

先着8名
受講料無料

in伊賀
第９回

ホームページ作成講座

ワード・エクセル・パワーポイント講座

★Windows８使用★最新版！！
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【
日
時
】
１
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～

【
場
所
】
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
５
階

【
講
師
】
岡
波
総
合
病
院　

　
　
　
　
作
業
療
法
士　
山
内　
雅
之　
氏

【
内
容
】
住
宅
改
修
・
転
倒
骨
折
予
防
の
お
話

　
　
　
福
祉
用
具
の
展
示

　
　
　
住
ま
い
の
相
談
コ
ー
ナ
ー　
ほ
か

【
参
加
費
】　
無
料

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
伊
賀
リ
フ
ォ
ー
ム
研
究
会

事
務
局　
伊
賀
市
社
協
島
ヶ
原
支
所

　
　
　
　
☎
59-

３
１
３
２

伊
賀
リ
フ
ォ
ー
ム
研
究
会

新
春
講
演
会
の
ご
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
地
域
で

生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
啓
発
を
行
う
目
的
で
、
伊

賀
市
障
害
者
福
祉
連
盟
に
よ
る
障
が
い
者
福

祉
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
連
盟
へ
の
加
入
や
、
障
が
い
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
。
参
加
申
込
は
不
要
で
す
。

【
日
時
】
２
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】
ふ
る
さ
と
会
館
い
が
小
ホ
ー
ル

【
内
容
】

第

４

回

伊

賀

市

障
が
い
者
福
祉
大
会 

新
年
・
ひ
と
り
親
家
庭

を

は

げ

ま

す

会

　

伊
賀
市
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
新
年
・

ひ
と
り
親
を
家
庭
を
は
げ
ま
す
会
を
開
催
し

ま
す
。
当
日
は
、
も
ち
つ
き
大
会
、
ゲ
ー
ム

等
で
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
３
月
中
学
卒
業
、
４
月

小
学
校
入
学
の
方
に
は
、
お
祝
品
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

【
日
時
】
２
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場
所
】
上
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
３
階
中
会
議
室

【
参
加
費
】
無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
母
子
家
庭
、
父
子
家

庭
の
方
は
、
１
月
末
日
ま
で
に
、
伊
賀
市
母

子
寡
婦
福
祉
会
事
務
局　
☎
24-

４
１
８
５

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
三
年
に
一
度
の
民
生
委
員
児
童
委
員
一
斉
改
選

に
よ
り
、
伊
賀
市
に
お
い
て
、
２
９
５
名
の
民
生

委
員
児
童
委
員
（
内
主
任
児
童
委
員
28
名
）
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
改
選
に
伴
い
、
市
内
14
地
区
の

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
及
び
伊
賀
市
民
生
委

員
児
童
委
員
連
合
会
の
役
員
体
制
が
新
し
く
な
り

ま
し
た
。

【
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
】（
敬
称
略
）

　
上
野
東
部
地
区
民
協　
会
長　
高
島　
眞
哉

　
上
野
西
部
地
区
民
協　
会
長　
谷　
圭
子

　
上
野
南
部
地
区
民
協　
会
長　
伊
藤　
功

　
久
米
地
区
民
協　
　
　
会
長　
松
井　
謙
二

　
城
西
地
区
民
協　
　
　
会
長　
船
岡　
庄
一

　
し
ら
さ
ぎ
地
区
民
協　
会
長　
谷
上　
敏
治

　
上
野
北
部
地
区
民
協　
会
長　
城
戸　
慎
一

　
成
和
地
区
民
協　
　
　
会
長　
廣
田　
進

　
丸
山
地
区
民
協　
　
　
会
長　
辻
村　
喜
美

　
伊
賀
地
区
民
協　
　
　
会
長　
植
木　
義
信

　
島
ヶ
原
地
区
民
協　
　
会
長　
河
口　
弘
信

　
阿
山
地
区
民
協　
　
　
会
長　
本
田　
基
久

　
大
山
田
地
区
民
協　
　
会
長　
福
平　
悟

　
青
山
地
区
民
協　
　
　
会
長　
三
ツ
森　
義
久

【
伊
賀
市
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
役
員
】（
敬
称
略
）

　
会
長　
　
松
井　
謙
二
（
久
米
地
区
民
協
）

　
副
会
長　
谷　
圭
子
（
上
野
西
部
地
区
民
協
）

　
　
　
　
　
伊
藤　
功
（
上
野
南
部
地
区
民
協
）

　
　
　
　
　
辻
村　
喜
美
（
丸
山
地
区
民
協
）

　
　
　
　
　
植
木　
義
信
（
伊
賀
地
区
民
協
）

　
書
記　
　
三
ツ
森　
義
久
（
青
山
地
区
民
協
）

　
理
事　
　
各
地
区
民
協
会
長

　
主
任
児
童
委
員
代
表

　
　
　
　
　
清
水　
み
ど
り
（
城
西
地
区
民
協
）

　
　
　
　
　
荒
井　
惠
美
子
（
久
米
地
区
民
協
）

　
監
事　
　
東
平　
和
己
（
久
米
地
区
民
協
）

　
　
　
　
　
廣
岡　
繁
信
（
大
山
田
地
区
民
協
）

伊
賀
市
民
生
委
員
児
童

委
員
連
合
会
新
体
制

伊賀市健康福祉部厚生保護課
　  ☎２２ー９６５０
伊賀市社会福祉協議会
　  ☎２１ー５８６６

　民生委員・児童委員は、
自治会からの推薦で、み
なさんの身近に住んでい
て、その地域をよく知って
いて、社会福祉活動に熱
意のある人が選ばれてい
ます。
　担当地域の民生委員・児
童委員がご不明の場合は、
お問い合わせください。

第
１
部　
福
祉
大
会　
１
時
～
２
時

第
２
部　
講
演
会　
２
時
15
分
～
３
時
30
分

　
演
題
「
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
伊
賀
市
を
目
指
し
て
」

　
講
師　
伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会 

　
　
　
　
事
務
局
長　
平
井　
俊
圭　
氏

【
参
加
費
】　
無
料

　
※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
ま
す
。

　
※
講
演
会
の
み
の
参
加
も
可
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
伊
賀
市
障
害
者
福
祉
連
盟
事
務
局

　
伊
賀
市
社
協
本
所　
☎
21-

５
８
６
６

ご協力ありがとうございました。ご協力ありがとうございました。

三重県共同募金会伊賀市共同募金委員会



数字で見る伊賀市の福祉自分達が調理したお弁当を、色々なボランティアグルー

プ並びに民生委員さんにご協力いただきながら活動をしております。「折り紙ボ

ランティア」には、毎月１回弁当に華を添える作品を提供してくれています。

お弁当の搬送は、「仕事人　福祉の里」に民生委員さんのお宅までお願いし、民

生委員さんには見守り活動を兼ねて、利用者のお宅まで配達いただいておりま

す。

これらそれぞれの活動がつながって、食事サービス事業を続けていけるよう、

これからも一丸となって頑張っていきたいと思います。

No.101　新年合併号　8

数字で見る伊賀市の福祉	 平成25年11月30日現在（前々月比）

編
集
後
記

※集計処理の関係で前々月末日時点の数値です。
※伊賀市の人口は外国人登録者を含めた数です。
※ 65 歳以上の高齢者及び高齢化率には外国人登録

者も含まれています。
※介護保険認定者数は要支援・要介護認定者数です。
※ボランティア活動保険加入者数は平成 25 年 4 月

1 日以降の加入者延人数です。
※ホームページアクセス数は、カウンタ数値ではな

く１ヶ月間の訪問者実数を解析し掲載しています。 

伊賀市の人口
65歳以上の高齢者
高齢化率
介護保険認定者数（施設・在宅）
ボランティア活動保険加入者数
ホームページアクセス数

	 ９６，８１８人（－113人）
　２７，９１４人（＋162人）

　　２８．8％（＋0.2％）
　６，３５９人（＋29人）

２，７３０人（＋15人）
 １２，４５８（－4,585件）
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TEL：0595（21）5866／FAX：0595（26）0002
Eｰmail：info@hanzou.or.jp（本所） ueno@hanzou.or.jp（上野支所）

〒519-1413
伊賀市愛田513番地 いがまち保健福祉センター「愛の里」
TEL：0595（45）1012／FAX：0595（45）1050
Eｰmail：iga@hanzou.or.jp

〒519-1711
伊賀市島ヶ原4743番地 島ヶ原老人福祉センター「清流」
TEL：0595（59）3132／FAX：0595（59）3145
Eｰmail：shimagahara@hanzou.or.jp
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Eｰmail：ayama@hanzou.or.jp

〒518-1422
伊賀市平田656番地の1　大山田福祉センター
TEL：0595（47）0780／FAX：0595（46）1165
Eｰmail：ooyamada@hanzou.or.jp

〒518-0226
伊賀市阿保1988の1番地　青山福祉センター
TEL：0595（52）2999／FAX：0595（52）3555
Eｰmail：aoyama@hanzou.or.jp
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所

● 伊賀市社会福祉協議会ホームページ ●　 http://www.hanzou.or.jp/
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あい あ うし お伊賀市社協だより

この広報誌は、社協会費、有料広告費等により発行しております。

●活動を始めたきっかけ
　「島ヶ原に南京玉すだれを広めたい」「いろんな人に伝統芸能の魅
力を知ってもらいたい」との想いで、まじまじまじっく島ヶ原の「マ
ジック部門」に加え「南京玉すだれ部門」を立ち上げ、同じ想いの
仲間と共に活動を継続し、今年で４年目を迎えています。
●活動内容 
　毎月１回、第２金曜日に練習を行っています。２年前からは八房
流本家より講師をお迎えしています。敬老会などの地域イベントや
文化サークルまつりなどに出演するほか、今年はさるびの温泉での
老人会のつどいや、社協主催のおじいちゃん・おばあちゃんのクリ
スマス会にアトラクションボランティアとして出演し、南京玉すだ
れを披露しました。
●今後の抱負
　地域行事への参加や施設訪問などを通して、地域の皆様とのふれ
あいや、出会いや、つながりを大切にしていきたいです。また、仲
間との絆を深めながら、健康づくりや認知症予防・介護予防のひと
つとして、末永く楽しく活動を続けていきたいと思っています。

東湯舟サロン
「きておくれやす」

メンバー数　５２名 
開催場所　東湯舟コミュニティセンター
開催頻度　年１０回

　「きておくれやす」に「来とおくれやす」このみだしで東湯舟サロンの
お誘い文書がはじまります。皆さんに「きていただきやすい会」にとの
思いで、普段使われている言葉から命名したもので、参加者一人一人が「主
役」となってこの会を運営しています。 
　このサロンは、５年前、老人クラブと更生保護女性の会とで立ち上げ
ました。サロン開催のうち２回は老人クラブの清掃奉仕のあとに音楽療
法をし、残りのサロンには 80 歳以上の方々が集い、小学生との交流（ゲー
トボール、グラウンドゴルフ、昔の遊び等）、季節探しにはさくら、つつじ、
紅葉の下での食事会やゲーム、展覧会の鑑賞、おしゃべりタイムや買物
ツアーで喫茶をするなど、「主役」のリクエストに答えながら五感を楽し
んでいます。 
　皆さんからは、「いつもの友だちと会うことが出来て、元気に参加して
います。」「世話人さんにリクエストするときちんと企画してくれます。」
などの声を聞きます。「来てよかった、また来たい」と笑顔で言える会を
旨とし、会員さんには感謝と喜びの日々を過ごせるよう願っています。

まじまじまじっく島ヶ原
「南京玉すだれ部門」
代表　富永　由美
会員数　６名
結成　平成２１年４月


